伝熱工学(５Ｍ専門科目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【2005年度】
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科目名：伝熱工学（英文科目名：Heat Transfer ）

　　　２単位　選択　機械工学科５年　通年   

担当教官：高島武雄　（居室：専攻科棟４階）

　Tel:0285-20-2204，　E-mail:takasima@oyama-ct.ac.jp

授業目的

　　あらゆる工業分野において，温度制御，加熱や冷却などの操作が欠かせない．本講義では，エネルギー消費量を減らし，機器の小型化などに寄与する高度の熱移動の利用技術に必要な，伝熱現象を理論的に理解して，応用できる基礎力を身につけることを目的とする．

達成目標

熱移動の本質を理解し，技術者としての基礎能力を身につけることを目標とする．具体的には，
１．
機械工学における熱エネルギーの有効利用の重要性を理解する．
２．
熱の移動の概念を理解し伝熱の基本的な計算ができるようになること．
３．
熱移動の様式に則した伝熱計算や実験式の適用ができるようになること．

技術者教育プログラムの学習・教育目標：（A-1),(C-1)

JABEE基準１の(1)との関係：(d(2-a)，(e)



カリキュラム中の位置づけ

　この科目を学ぶために，前年度までの履修科目で本科目と関連性のある科目

　　　熱力学，機械工学実験Ⅱ

　現学年でこの科目と関連性のある科目

　　　熱機関

　次年度以降に学ぶ，この科目に関連性のある科目

　　　熱移動論，電子システム工学専攻実験，エネルギー工学　


教科書：吉田駿　著「伝熱学の基礎」理工学社(1999）

参考書：

　1.西川兼康　監修，北山直方　著「図解　伝熱工学の学び方」オーム社

　2. 甲藤好郎著「伝熱概論」（養賢堂）ほか

授業内容：

１．伝熱工学の基本形式（２週）
２．熱伝導と熱通過（５週）　　前期中間試験
３．対流伝熱（７週）　　　　　

　　前期期末試験
４．相変化をともなう伝熱－沸騰と凝縮－（５週）
５．放射伝熱（５週）　　　　　　後期中間試験
６．熱交換器（４週）　　　　

　　後期末試験　



各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法：

　　１～３．中間試験と期末試験において60％以上の成績で評価する．　　

評価方法：　講義への出席を前提として，中間試験(50%)と期末試験(50%)の結果で評価する．

連絡事項：試験は，主に計算問題であるが，基礎的な知識に関する記述問題も出題することがある．100点満点で時間は90分で実施する．計算機の持ち込みは可，教科書・ノートも可とすることがある．
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